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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問 

 

【質問日】令和６年３月４日（月） 

 

【個人質問】 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

２ 犬 井 美 香 １ 男女共同参画・女性活躍について 

⑴ 本市の男女共同参画・女性活躍の取組の成果と課題は 

⑵ 職員の過去５年間の男女の割合は 

⑶ 職員の女性管理職の過去５年間の推移 

⑷ 男性職員の育児休業取得率の過去３年間の推移と平均取得日数は 

⑸ 男女共に働きやすい職場づくりをどのように考えるか。 

２ 「住民自治」について 

⑴ 本市の考えている「住民自治」とは 

⑵ 地区コミニュティ協議会と自治会のそれぞれの役割は 

⑶ 地区コミュニティ協議会と自治会の制度や役割の違いをどのようにして

市民に周知しているか。 

⑷ 地区コミュニティ協議会が、地域住民を「誰一人取り残さない」組織に

なるために必要なものは何か。 

３ 溝 上 一 樹 １ 学校閉校跡地の有効活用について 

・ 浦内小学校跡地の有効活用の現状と今後の計画は 

２ 本市幼稚園の正職員の配置について 

・ 園児の数と正職員の数のバランスはとれているか。 

３ 甑島の離島医療について 

⑴ 現在、甑島市民の医療環境をどのように感じているか。 

⑵ 本土と甑島を比較し、医療環境の違いをどう感じているか。 

⑶ 現在の甑島における医療従事者の確保の状況は 

⑷ 本土での治療が必要な方や介添えされる御家族等への支援について問う。 

⑸ 甑島で現在より高度な治療を可能にする計画は 

⑹ （仮称）上甑島診療所への再編によるメリット、デメリットは 

４ 学校体育施設開放事業における電気料実費徴収について 

・ 各施設の電気料の差についての考えは 

４ 瀬 尾 和 敬 １ 令和６年能登半島地震に関連して伺う。 

⑴ 道路寸断等で孤立する集落についての認識と対策を伺う。 

⑵ 消防局として輪島朝市通りの大火をどのように分析し、今後に生かすか

伺う。 

⑶ 道路及び橋梁等の点検整備の状況について伺う。 

⑷ 電線の地中化はできないか伺う。 

⑸ 飲料水や生活用水及び乳幼児用品、女性用品等の備蓄対策について伺う。 

⑹ 上下水道の耐震化及び水源地の災害対策について伺う。 

⑺ 公設避難住宅の建設用地確保について伺う。 

⑻ 避難施設のトイレや保健衛生上の問題にどのように対処するか伺う。 

⑼ 障害者やお年寄りなど、災害弱者のための福祉避難所をどうするか伺う。 

⑽ 瓦礫の処理場確保について伺う。 
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⑾ 自主防災組織の内容充実について伺う。 

⑿ ボランティアの受入体制について伺う。 

⒀ 各家庭の避難グッズ備蓄の働き掛けについて伺う。 

⒁ 能登半島地震に本市としてどのような支援策を用意しているか伺う。 

２ 能登半島地震に関連して、教育現場における地震対策について伺う。 

⑴ 小中学校の耐震化後の安全対策について伺う。 

⑵ 学校と個人間及び避難施設間のオンライン授業が可能か伺う。 

⑶ 学校の地震対策マニュアル見直しについて伺う。 

⑷ 能登半島地震の教訓が学校現場でどのように生かされているか伺う。 

３ 川内大綱引をメインにした（仮称）イベント会館建設について伺う。 

４ 薩摩川内市誕生２０周年に関連して伺う。 

⑴ 薩摩川内市誕生２０周年について、市長の思いを伺う。 

⑵ 薩摩川内市誕生２０周年の市民への周知の状況を伺う。 

⑶ 薩摩川内市誕生２０周年の冠を付けるイベント等について伺う。 

５ 山 中 真 由 美 １ 少子化対策・子育て支援について 

⑴ 令和６年度当初予算編成における具体的な施策を伺う。 

ア 少子化対策について 

イ 子育て支援について 

⑵ 放課後児童クラブ運営臨時支援事業について伺う。 

⑶ 保育所等における性被害防止対策に係る設備等支援事業について伺う。 

⑷ 共働き・共育て応援事業の概要を伺う。 

２ 「こども家庭庁」発足に伴う本市の在り方について 

⑴ 「こども家庭庁」発足から１年が経過するが、関係行政の現状を伺う。 

⑵ 「こども家庭庁」の関係行政での課題はないか伺う。 

⑶ 子どもを取り巻く行政業務を集約化して「こども課」を設置する考えは 

⑷ 市役所内の組織改編や人員配置があるのか伺う。 

⑸ 地域少子化対策重点推進交付金の活用状況を伺う。 

３ 教育行政について 

⑴ 奨学育英事業についての令和６年度の見通しを伺う。 

⑵ 学びの多様化支援策研究事業の概要を伺う。 

⑶ ふるさと教育応援補助事業について、教育現場からの声は 

⑷ 本市教育関係課の業務の内容に対し、人員は足りているか伺う。 

 


